
郵

貯
著

『
三
高
の
見
果
て
ぬ
夢

　
　
　
　
　
　
　
中
等
・
高
等
教
育
成
立
過
程
と
折
潤
彦
市
i
』

田
　
中
　
智
　
子

　
本
書
は
、
第
珊
高
等
学
校
（
三
高
）
前
身
校
を
め
ぐ
る
…
八
七
〇
年
代
か

ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
諸
事
象
に
つ
い
て
、
多
く
を
語
っ
た
本
で
あ
る
。

…
八
八
○
年
以
降
長
く
校
長
職
に
あ
っ
た
折
田
彦
布
の
前
歴
を
扱
っ
た
後
、

学
校
の
組
織
改
編
に
沿
っ
た
章
立
て
を
行
い
、
そ
の
申
で
折
田
や
三
諸
藩
身

校
に
関
わ
る
多
様
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
く
。

　
序
章
「
近
代
二
本
教
育
史
に
お
け
る
中
等
・
高
等
教
育
扁
で
、
研
究
の
課

題
・
視
点
・
方
法
と
本
書
の
内
容
・
構
成
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
一
章
「
折
田

彦
市
の
米
国
経
歴
と
そ
の
意
義
」
で
は
、
校
長
折
田
の
言
動
を
理
摩
す
る
手

が
か
り
を
得
る
べ
く
、
～
八
七
〇
年
代
に
お
け
る
彼
の
米
国
留
学
体
験
が
検

討
さ
れ
る
。
第
二
章
「
模
範
中
学
校
と
し
て
の
大
阪
巾
学
校
扁
は
、
折
照
校

長
の
役
割
に
注
目
し
な
が
ら
、
大
阪
ゆ
学
校
の
模
範
中
学
校
と
し
て
の
教
育

機
能
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
。
第
三
章
門
第
二
の
「
大
学
扁
と
し
て
の
大

学
分
校
」
は
、
大
学
分
校
の
考
案
段
階
か
ら
実
現
後
に
盃
る
ま
で
の
高
等
教

育
機
関
改
革
草
案
や
規
則
を
分
析
し
、
折
田
と
文
部
省
の
思
惑
の
ズ
レ
を
考

察
す
る
。
第
四
章
「
モ
デ
ル
と
し
て
の
第
三
高
等
中
学
校
」
で
は
、
尋
常
中

学
と
の
接
続
問
題
な
ど
を
通
し
、
第
三
高
等
中
学
校
の
実
態
や
そ
の
あ
り
方

に
関
す
る
見
解
の
相
克
が
描
か
れ
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
、
藤
野
「
折
田
彦
帯

か
ら
毘
た
近
代
日
本
の
中
等
・
高
等
教
育
の
模
索
」
で
は
、
序
章
で
課
題
と

し
た
一
八
八
○
～
九
〇
年
代
に
お
け
る
中
等
・
高
等
教
育
の
成
立
過
程
に
つ

い
て
新
た
な
仮
説
的
解
答
を
試
み
、
課
題
と
展
望
を
示
す
と
さ
れ
る
。

　
以
下
本
稿
で
は
、
概
ね
章
の
順
序
に
沿
い
つ
つ
、
横
断
的
に
二
三
の
主
題

を
析
出
す
る
。
各
主
題
に
密
接
に
関
連
す
る
先
行
研
究
を
指
摘
し
、
そ
れ
に

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
論
評
す
る
。

㎜
　
折
照
彦
市
の
留
学
と
そ
の
教
育
経
験

　
第
…
章
で
想
起
さ
れ
る
先
行
研
究
は
、
板
倉
創
造
三
枚
の
肖
像
画
』

（
三
高
同
窓
会
　
一
九
九
三
）
で
あ
る
。
同
書
は
学
術
専
門
書
の
体
裁
を
と

っ
て
い
な
い
が
、
岩
倉
具
視
や
フ
ル
ペ
ッ
キ
を
介
し
た
留
学
の
経
緯
、
岩
倉

織
筋
翻
と
の
出
会
い
、
森
有
礼
・
新
島
褻
の
存
在
、
コ
ー
ウ
ィ
ン
牧
師
や
マ

コ
ッ
シ
ュ
総
長
の
影
響
、
学
業
と
学
友
（
高
良
一
一
・
ス
チ
ュ
ワ
…
ト
ら
）
、

ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
受
洗
な
ど
、
本
書
で
順
次
取
り
上
げ
ら
れ
る
主
題
を
指
摘

し
て
い
る
。
板
倉
著
書
を
く
ぐ
り
抜
け
た
立
場
か
ら
す
る
と
、
本
章
に
は
既

視
感
を
覚
え
る
と
と
も
に
以
下
の
疑
問
を
も
っ
た
。

　
ま
ず
、
在
米
中
の
日
本
入
と
の
交
流
に
関
し
て
、
「
岩
倉
使
節
憩
と
森
と

漸
島
」
と
い
う
視
点
は
妥
当
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
、
使
節
団
は
折
田
の
米
国

経
歴
に
大
き
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
と
位
置
づ
け
、
岩
倉
兄
弟
が
父
具
視
の

来
米
を
き
っ
か
け
に
離
黒
し
た
こ
と
で
、
折
田
が
自
分
の
留
学
生
活
に
つ
い

て
再
考
す
る
機
会
を
得
た
と
す
る
。
岩
倉
兄
弟
の
付
添
人
と
い
う
立
場
に
よ

る
行
動
の
制
約
か
ら
脱
し
、
留
学
生
と
し
て
の
自
覚
と
慮
由
が
与
え
ら
れ
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
入
学
に
至
っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、

折
田
が
渡
米
直
後
か
ら
居
所
や
学
修
環
境
を
兄
弟
と
異
に
し
て
い
た
こ
と
に

鑑
み
て
も
、
随
行
者
と
し
て
の
拘
束
性
は
不
明
で
あ
る
。
彼
は
大
学
か
ら
米
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評書

信
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
一
学
徒
で
も
あ
り
、
兄
弟
の
離
米
後
も
官
費
留
学
を

続
け
て
い
る
。
著
者
自
身
、
「
岩
倉
具
視
と
会
っ
た
の
も
た
だ
一
日
だ
け
扁

で
門
〔
兄
弟
に
関
す
る
報
告
の
〕
他
に
使
第
団
と
の
関
連
も
確
認
さ
れ
な

い
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
使
節
団
訪
米
の
影
響
を
「
状
況
が
一
変

し
た
」
と
ま
で
過
大
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
使
節
団
の
教
育
調
査
に
随
行
す

る
に
至
っ
た
薮
島
嚢
と
同
列
に
捉
え
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
在
米
中
の
新
島
と
折
田
の
交
際
の
有
無
は
不
明
で
あ
り
、
大
学
入

学
に
際
し
森
弁
務
使
が
折
細
の
「
保
証
人
」
と
な
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、

「
公
務
」
を
超
え
た
親
密
な
交
際
が
あ
っ
た
と
み
な
す
点
は
、
他
の
在
米
留

学
生
の
ケ
ー
ス
と
比
較
し
て
も
、
説
得
力
を
欠
く
。
確
か
に
森
や
新
島
は
折

照
追
様
、
後
に
教
育
界
で
名
を
成
す
人
物
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
結
果
論
で
あ

ろ
う
。
三
者
の
比
較
で
始
ま
る
結
章
も
含
め
、
板
倉
著
書
に
お
け
る
「
官
有

糺
、
新
島
嚢
、
翫
照
彦
市
　
三
人
の
侍
」
と
い
う
、
一
種
葺
療
を
引
き
や
す

い
見
方
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
自
体
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

板
倉
に
倣
っ
た
岩
倉
（
兄
弟
・
使
節
団
）
重
視
の
視
点
と
も
あ
い
ま
っ
て
、

留
学
時
に
お
け
る
他
の
重
要
な
入
間
関
係
が
不
問
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
本
書
に
は
登
場
し
な
い
が
、
篠
米
中
の
折
田
に
関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
見

逃
せ
な
い
の
は
、
同
郷
薩
摩
の
出
身
で
も
あ
る
吉
田
清
成
公
使
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
…
八
七
三
年
牽
二
月
、
留
学
生
整
理

の
た
め
に
海
外
日
本
人
留
学
生
の
一
斉
帰
国
命
令
が
出
さ
れ
た
。
本
書
に
は
、

こ
の
留
学
制
度
史
上
の
重
大
藤
期
を
か
ら
め
た
考
察
が
み
ら
れ
な
い
。
召
還

紺
象
と
な
っ
た
折
田
は
、
私
費
留
学
（
出
資
者
は
特
定
で
き
な
い
が
岩
倉
家

の
可
能
性
も
あ
ろ
う
）
の
願
出
を
改
め
て
聞
き
届
け
ら
れ
、
留
学
を
続
け
て

い
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
約
六
年
の
留
学
生
活
に
お
い
て
、
後
半
を
私
費
黎
学

生
と
し
て
過
ご
し
た
。
そ
し
て
折
騰
の
世
話
役
は
、
一
八
七
五
年
意
解
に
赴

任
し
た
初
代
海
外
留
学
生
監
督
（
官
費
生
が
主
対
象
）
の
文
部
官
僚
翻
賀
田

種
太
郎
で
は
な
く
、
外
務
窟
僚
吉
沼
公
使
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
吉
田
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
視
察
計
画
（
授
業
参
観
や
マ
コ
ッ
シ
ュ
と
の
面

会
）
の
他
、
折
田
の
吉
田
妻
子
へ
の
気
配
り
、
帰
国
後
の
地
所
購
入
周
旋
な

ど
、
そ
れ
こ
そ
「
公
務
」
を
超
え
た
親
密
な
交
際
が
認
め
ら
れ
る
が
、
侮
よ

り
も
重
要
な
の
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
　
｛
つ
は
、
苗
田
が
留
学
生
折
田
の

い
わ
ば
金
庫
番
を
務
め
、
投
資
利
殖
の
講
負
役
、
帰
国
費
用
調
達
に
関
す
る

文
部
省
と
の
折
衝
役
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
。
二
つ
欝
に
、
吉
細
は
折
田
の

希
望
を
容
れ
、
ブ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
博
覧
会
事
務
に
従
事
で
き
る
よ
う
、
大

久
保
利
通
総
裁
（
内
務
卿
）
や
瀕
郷
従
道
副
総
裁
に
依
頼
し
た
こ
と
で
あ
る

（
以
上
、
『
吉
田
清
成
関
係
文
書
』
　
一
・
四
〔
思
文
閣
出
版
　
一
九
九
三
・

二
〇
〇
七
〕
所
収
書
簡
よ
り
）
。
私
費
留
学
生
幽
閉
に
と
っ
て
、
博
覧
会
御

規
掛
（
審
査
官
通
弁
専
務
）
の
任
務
は
、
百
五
十
ド
ル
の
手
当
支
給
と
い
う

経
済
的
意
味
も
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
教
育
事
務
取
調
の
た
め
博
覧
会

に
派
遣
さ
れ
た
騰
申
不
二
麿
文
部
大
輔
ら
に
随
行
し
た
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
か
。
㎎
米
国
百
年
期
博
覧
会
教
育
報
告
鰍
や
『
米
国
学
校
法
隔
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
彼
ら
の
視
察
成
果
に
、
折
田
の
働
き
が
反
映
さ
れ
た
可
能
性
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
折
懸
研
究
に
と
っ
て
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
岩
倉
使
節
団

と
の
関
係
と
い
う
よ
り
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
博
覧
会
派
遣
団
と
の
関
係
で

あ
る
。
病
身
の
東
窟
開
成
学
校
長
畠
山
義
成
を
介
護
し
つ
つ
帰
朝
し
た
直
後

の
文
部
省
督
学
局
入
り
が
、
博
覧
会
で
の
仕
事
ぶ
り
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
被
の
文
部
密
僚
と
し
て
の
入
生
は
、
在
米
時
に
吉
田
に

よ
っ
て
開
か
れ
、
田
申
ら
と
の
馬
煙
の
な
か
で
定
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
折
田
を
通
し
て
一
八
七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
の
中
等
・
高
等
教
育
政
策
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を
考
え
る
こ
と
が
本
書
全
体
の
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
の
文
部
窟
僚
と
し

て
の
経
歴
や
人
脈
な
ど
を
確
定
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
端
緒
、

す
な
わ
ち
留
学
を
契
機
と
し
た
文
部
省
入
省
に
い
た
る
経
緯
の
分
析
が
欠
落

し
て
い
る
。
基
礎
史
料
と
し
て
の
公
的
履
歴
書
の
収
集
を
欠
い
た
た
め
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
同
時
に
、
折
田
分
析
に
あ
た
っ
て
当
面
有
効
な
の
は
、
彼

を
教
育
思
想
家
で
は
な
く
教
育
行
政
家
と
し
て
捉
え
る
視
線
を
堅
持
す
る
こ

と
だ
と
評
者
は
考
え
る
が
、
ア
メ
リ
カ
留
学
に
つ
い
て
も
、
教
育
行
政
爾
で

の
影
響
を
析
出
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
第
一
一
章
で
は
、
折
田
が
大
学

へ
の
直
接
入
学
を
目
指
す
独
慮
の
中
学
校
改
革
案
を
打
ち
出
し
た
こ
と
が
重

要
な
論
点
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
留
学
体
験
と
は
結
び
付
け
ら
れ
て
い

な
い
。
ま
た
第
三
章
に
隣
達
し
、
「
彼
に
よ
る
「
低
度
大
学
」
の
こ
の
地
方

分
散
構
想
は
、
ま
さ
に
一
八
六
〇
年
代
後
半
以
降
ア
メ
リ
カ
高
等
数
育
に
も

見
ら
れ
た
動
向
と
通
濁
し
て
い
る
」
（
結
章
）
と
の
読
み
飛
ば
せ
な
い
く
だ

り
も
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
以
上
の
欝
及
や
具
体
的
論
証
を
欠
く
こ
と
は
残
念

で
あ
る
。

　
翻
次
的
問
題
で
あ
る
が
、
「
教
育
思
想
家
」
折
温
の
分
析
に
関
し
て
も
検

討
し
て
お
こ
う
。
林
竹
二
の
森
有
礼
研
究
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
に

も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
著
者
の
視
角
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
ア
メ
リ

カ
留
学
の
影
響
を
謡
講
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
、
教
則
の
分
析
な

ど
を
通
じ
、
大
阪
中
学
校
が
府
県
中
学
校
の
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
特
記
さ
れ
る
の
が
体
育
や
寄
宿
舎
入

舎
自
由
選
択
制
の
導
入
で
あ
り
、
こ
れ
は
留
学
時
に
出
会
っ
た
プ
リ
ン
ス
ト

ン
総
長
マ
コ
ッ
シ
ュ
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　
当
該
期
ア
メ
リ
カ
で
の
大
学
自
由
化
改
革
の
急
先
鋒
、
ハ
ー
バ
…
ド
の
エ

リ
オ
ッ
ト
に
対
す
る
マ
コ
ッ
シ
ュ
の
反
論
は
、
す
で
に
潮
木
守
一
『
ア
メ
リ

カ
の
大
学
隔
（
講
談
祉
　
一
九
八
二
）
で
分
析
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
同
じ

史
料
提
示
を
通
じ
、
マ
コ
ッ
シ
ュ
の
理
念
を
「
秩
序
あ
る
自
由
」
と
位
置
付

け
、
そ
れ
を
折
田
が
学
ん
だ
と
結
論
付
け
る
。
し
か
し
潮
木
が
示
す
よ
う
に
、

マ
コ
ッ
シ
ュ
が
こ
こ
で
書
う
「
秩
序
」
は
学
科
目
の
必
修
と
い
う
次
元
の
問

題
で
あ
り
、
折
田
と
は
直
接
つ
な
が
ら
な
い
。
証
明
の
難
し
い
「
影
響
」
の

問
題
に
お
い
て
（
特
に
折
田
自
身
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
語
っ
た
こ
と
が
な

い
）
、
そ
れ
が
あ
っ
た
と
す
る
視
角
自
体
は
不
当
な
も
の
で
は
な
い
が
、
マ

コ
ッ
シ
ュ
か
ら
の
受
洗
が
彼
の
教
育
理
念
の
受
容
を
意
味
す
る
と
い
う
解
釈

（
結
章
）
、
体
操
教
育
と
寄
宿
會
制
度
の
二
点
を
も
っ
て
マ
コ
ッ
シ
ュ
の

「
再
建
六
ヶ
条
」
と
折
田
の
「
将
来
ノ
要
務
し
が
「
酷
似
し
て
い
る
」
と
す

る
評
価
な
ど
は
行
き
過
ぎ
だ
ろ
う
。
マ
コ
ッ
シ
ュ
個
人
の
影
響
力
は
そ
こ
ま

で
強
調
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
の
印
象
を
も
つ
。

　
本
書
で
は
、
体
操
へ
の
銃
器
導
入
や
寄
宿
舎
規
則
の
網
点
（
第
四
悪
業
二

節
）
を
も
っ
て
し
て
も
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
経
験
の
あ
る
第
一
高
等
中
学

校
長
木
下
広
次
、
あ
る
い
は
森
を
引
き
合
い
に
、
折
田
は
「
自
由
」
と
評
価

さ
れ
続
け
る
。
で
は
比
較
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
折
照
が
「
古
武
士
的
の

人
物
」
と
評
さ
れ
、
志
気
の
軟
弱
に
流
れ
る
の
を
戒
め
た
（
大
浦
八
郎
編

『
三
高
八
十
年
瞬
顧
臨
関
書
院
　
一
九
五
〇
）
と
い
う
側
蒲
は
ど
う
理
解
さ

れ
る
か
。
あ
る
い
は
、
教
育
勅
譜
を
紫
雲
し
鍛
練
に
よ
る
気
風
養
成
を
呼
び

か
け
る
演
説
（
箆
腿
知
義
『
旧
制
高
校
制
度
の
成
立
曝
〔
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

一
九
七
五
〕
も
多
義
的
に
雷
及
）
は
ど
う
解
釈
で
き
る
か
。
薩
摩
藩
士
時
代

に
受
け
た
教
育
も
見
逃
せ
な
い
し
、
留
学
に
し
て
も
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
養

成
機
能
と
い
う
旧
来
型
大
学
の
人
格
も
残
し
た
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
お
い
て
、

古
典
語
反
復
の
a
課
や
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
風
土
な
ど
、
い
わ
ば
「
秩
序
」
こ

そ
が
折
田
に
適
舎
し
た
と
い
う
見
方
も
あ
り
う
る
。
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評轡

　
あ
る
意
味
で
結
論
の
見
え
て
い
る
「
ア
メ
リ
カ
留
学
↓
自
由
篇
と
い
う
図

式
に
還
元
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
か
つ
重
層
的
な
教
育
経
験
の
影
響
を
指

摘
し
て
い
く
こ
と
で
、
人
物
像
に
ふ
く
ら
み
が
出
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
第
二
章
で
の
分
析
を
踏
ま
え
て
著
者
は
、
「
従
来
、
大
阪
中
学
校

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
予
備
門
と
お
な
じ
く
大
学
予
備
教
育

機
関
と
し
て
し
か
捉
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
〔
…
…
折
翻
の
購

想
・
実
践
は
〕
府
県
立
中
学
校
の
モ
デ
ル
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
」
（
結

綴
）
と
述
べ
る
。
だ
が
、
「
中
学
校
教
則
大
網
扁
の
基
礎
的
研
究
葡
（
梓
出

版
祉
　
二
〇
〇
西
）
に
ま
と
め
ら
れ
る
中
路
｝
瀟
の
業
績
、
あ
る
い
は
隅
京

都
大
学
蕎
年
史
撫
総
説
編
「
創
立
前
史
」
（
一
九
九
八
　
海
原
徹
執
筆
）
が
、

本
書
第
二
章
と
酷
似
す
る
「
官
立
模
範
学
校
と
し
て
の
大
阪
中
学
校
扁
を
章

題
と
し
た
叙
述
で
あ
っ
た
こ
と
｝
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
著
者
の
研
究
史
整

理
に
は
疑
問
を
抱
く
。

二
　
森
文
政
と
高
等
中
学
校
刹
度

　
第
三
章
は
、
文
部
省
・
府
県
中
学
校
・
東
京
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を

も
つ
な
か
で
、
文
部
省
と
対
立
す
る
「
中
学
替
着
案
」
さ
ら
に
は
「
関
西
大

学
校
案
」
を
折
田
大
阪
中
学
校
長
が
打
ち
出
し
て
い
た
こ
と
、
大
阪
中
学
校

を
改
組
し
現
実
に
で
き
た
の
は
「
大
学
分
校
扁
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
森
が

「
五
大
学
校
」
と
し
て
構
想
し
た
「
地
方
大
学
」
の
モ
デ
ル
に
近
か
っ
た
こ

と
が
強
調
さ
れ
る
章
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
順
に
湯
川
慕
津
美
⊃
八
八
四
年
の
学
制
改
革
案
に
関
す
る

考
察
」
（
『
上
智
大
学
教
育
学
論
集
駄
四
〇
号
　
二
〇
〇
六
）
、
中
野
実
「
大

学
分
校
と
大
学
構
想
し
（
同
欄
近
代
日
本
大
学
制
度
の
成
立
隔
所
収
　
吉
川

弘
文
館
　
二
〇
〇
四
）
、
お
よ
び
拙
稿
「
第
一
書
同
等
申
学
校
設
置
問
題
再
考
」

（『

椏
s
大
学
大
学
文
書
予
研
究
紀
要
隔
第
三
号
　
二
〇
〇
五
）
と
い
う
近

年
の
成
果
と
の
関
係
が
問
わ
れ
る
。
中
野
の
研
究
は
、
第
三
高
等
中
学
校
の

前
身
で
あ
る
大
学
分
校
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
り
、
東
京
大
学
予
備
門
の
動

向
、
文
部
雀
の
五
大
学
校
構
想
を
合
わ
せ
て
検
討
し
た
も
の
で
、
本
章
の
構

成
と
近
似
し
て
い
る
。
著
者
は
、
中
野
が
注
目
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
府
県
連

合
設
立
高
等
学
校
案
に
つ
い
て
は
、
中
野
没
後
の
湯
娼
の
研
究
に
依
拠
し
、

基
本
的
に
中
野
と
湯
用
の
枠
組
み
を
組
み
合
わ
せ
て
論
を
進
め
て
い
る
。
序

章
に
お
い
て
本
書
は
森
文
政
研
究
の
一
環
だ
と
宣
書
さ
れ
る
が
、
森
文
政
再

検
討
の
旗
印
も
か
つ
て
中
野
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
森
文
政
誕
生
直
後
の
「
五
大
学
校
愛
想
」
（
第
三
章
第

三
節
）
に
関
す
る
記
述
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
「
五
大
学
校
構
想
」
は
、
諸

学
校
令
発
布
前
夜
に
お
け
る
文
部
省
の
構
想
と
し
て
中
野
が
問
題
化
し
た
事

象
で
あ
り
、
か
つ
て
拙
稿
で
も
検
討
し
た
が
、
著
者
は
関
西
大
学
校
案
と
な

ら
ぶ
高
等
教
育
構
想
だ
と
し
て
、
か
な
り
大
き
な
扱
い
を
与
え
て
い
る
。

　
実
証
上
、
そ
も
そ
も
「
五
大
学
校
購
想
」
は
新
聞
雑
誌
史
料
に
し
か
登
場

し
な
い
の
で
足
元
が
危
う
い
と
感
じ
る
が
、
そ
の
上
で
い
く
つ
か
疑
問
を
呈

し
た
い
。
ま
ず
、
栂
想
の
具
体
的
内
容
を
示
す
史
料
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る

『
大
阪
臼
瞬
新
聞
隔
な
る
新
聞
は
、
当
時
存
在
し
な
い
。
拙
稿
が
指
摘
し
た

岡
日
の
一
大
阪
田
報
』
記
事
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
新
聞
史
料
の
利
用
は
著
者

の
手
法
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
岡
じ
誤
認
が
第
四
章
に
も
み

ら
れ
、
新
聞
に
関
す
る
基
本
知
識
や
検
索
方
法
が
疑
問
視
さ
れ
る
。
次
に
、

「
経
費
を
文
部
省
と
設
置
区
域
た
る
府
県
の
両
方
が
負
担
す
る
点
が
〔
「
五

大
学
校
構
想
偏
と
高
等
中
学
校
制
度
で
は
〕
共
通
し
て
い
る
」
（
第
四
黒
日

一
節
（
1
）
）
と
い
う
指
摘
で
あ
る
が
、
「
五
大
学
校
構
想
」
が
府
県
か
ら
も

経
費
を
支
弁
さ
せ
る
発
想
を
も
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
史
料
は
提
示
さ
れ
て
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お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
も
と
つ
く
議
論
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
高
等

中
学
校
鋼
度
の
根
幹
の
…
つ
は
、
国
だ
け
で
は
な
く
府
県
か
ら
運
営
経
費
を

支
弁
さ
せ
よ
う
と
企
図
し
た
こ
と
だ
と
評
者
は
考
え
て
き
た
が
、
先
立
つ

「
五
大
学
校
構
想
」
の
串
に
そ
れ
が
萌
芽
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
決
定
的
史

料
に
は
、
い
ま
だ
お
翻
に
か
か
っ
た
こ
と
は
な
い
。
三
つ
め
に
、
『
時
事
・
新

報
臨
の
記
事
…
つ
を
論
拠
に
、
「
五
大
学
校
構
想
」
が
「
財
致
上
の
理
由
で

放
棄
さ
れ
た
」
と
断
定
し
て
い
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
財
政
難
は
以
前
か

ら
省
内
で
も
自
明
の
前
提
で
あ
り
、
そ
れ
を
理
由
に
放
棄
さ
れ
る
よ
う
な
構

想
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
思
い
つ
き
レ
ベ
ル
の
一
案
に
過
ぎ
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
Q

　
分
析
に
先
立
っ
て
は
、
ゆ
野
が
「
五
大
学
校
構
想
」
に
言
及
し
た
理
由
と

そ
の
妥
当
性
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
野
の
念
頭
に
は
、
　
八
八
五
年

十
二
月
の
内
閣
制
度
発
足
・
森
の
文
相
就
任
を
奏
楽
と
捉
え
、
そ
の
後
数
ヶ

局
間
を
、
四
月
の
諸
学
校
令
に
結
実
す
る
森
文
政
始
動
期
と
し
て
重
視
す
る

陣
期
区
分
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
当
該
期
の
政
策
動
向
を
語
る
史

料
が
不
足
す
る
な
か
、
新
聞
雑
誌
検
索
と
い
う
方
渋
に
よ
り
「
五
大
学
校
構

想
」
を
析
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
野
の
探
求
主
題
は
「
帝
團
大
学
体

制
」
で
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
帝
国
大
学
令
の
馬
立
史
を
考
え
て
い
た
。

で
あ
る
か
ら
、
「
大
学
校
」
構
想
と
し
て
の
門
五
大
学
校
」
案
に
着
目
し
た

の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
中
野
論
文
と
拙
稿
が
指
摘
し
た
「
五
大
学
校
構
想
」
期
の
新
聞

雑
誌
史
料
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
長
い
ス
パ
ン
で
各
種
新
聞
を
探
索
す
る
と
、

一
八
八
五
年
八
月
の
教
育
令
改
正
以
降
、
様
々
な
改
箪
構
想
が
紙
上
を
賑
わ

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
一
八
八
閥
年
秋
の
府
県
達
筆
設
立
高
等

学
校
案
か
ら
…
八
八
六
年
四
駅
の
高
等
申
学
校
制
度
発
足
に
い
た
る
経
緯
を
、

「
大
学
」
と
い
う
文
言
に
と
ら
わ
れ
ず
、
申
学
校
や
平
門
学
校
を
含
め
た
学

校
体
系
再
編
の
模
索
過
程
と
し
て
把
握
す
る
と
、
門
六
大
医
学
校
篇
「
連
合
府

県
学
校
条
例
（
金
国
八
ヶ
所
ほ
ど
に
設
置
。
中
学
校
よ
り
高
尚
な
学
科
）
」

「
職
工
学
校
（
大
阪
他
六
ヶ
所
）
」
な
ど
、
興
味
深
い
報
道
を
検
討
課
題
と

し
て
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
が
高
等
中
学
校
制
度
成
立
史
の
探
究

を
囲
的
に
掲
げ
、
ま
し
て
や
次
章
で
高
等
中
学
校
が
専
門
分
科
を
設
麗
で
き

る
制
度
で
あ
る
こ
と
を
重
要
と
位
置
付
け
る
な
ら
、
学
科
内
容
す
ら
不
明
で

構
想
と
し
て
の
確
実
性
も
あ
い
ま
い
な
一
五
大
学
校
構
想
扁
の
み
を
中
野
の

意
國
以
上
に
過
大
評
価
し
、
一
つ
の
歴
史
的
段
階
と
し
て
定
立
し
て
し
ま
う

の
は
強
引
か
つ
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
事
態
の
適
切
な
把
握
と
は
言
い
難

い
。
　
さ
ら
に
第
一
章
同
様
、
文
部
嘗
僚
折
田
の
経
歴
分
析
が
課
題
視
さ
れ
な
い

こ
と
に
酋
を
傾
げ
る
。
森
文
政
発
足
に
伴
い
、
折
田
は
文
部
権
大
書
記
官
・

学
務
局
次
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
阪
の
学
校
長
の
座
は
一
八
八
七
年
闘
月
ま
で

中
島
永
元
に
委
ね
ら
れ
る
。
本
書
が
全
体
と
し
て
強
調
す
る
の
は
、
折
田

（
学
校
）
側
と
文
部
省
側
と
の
「
意
見
対
立
」
「
ズ
レ
」
「
摩
擦
」
「
違
い
」
、

要
す
る
に
文
部
省
に
対
し
て
折
鐵
が
い
か
に
自
立
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と

だ
と
読
め
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
折
照
が
「
森
文
相
の
改
革
断
行
偏
に
よ

り
、
大
阪
の
学
校
長
を
降
り
て
本
省
勤
務
と
な
っ
た
こ
と
は
ど
う
解
釈
さ
れ

る
の
か
。
こ
の
入
事
問
題
へ
の
何
ら
か
の
見
解
表
明
が
要
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
と
い
う
の
も
、
大
学
予
備
門
長
杉
浦
重
糊
に
関
し
て
は
書
及
が
あ
り
、

森
有
礼
と
の
意
見
対
立
、
森
の
文
政
人
事
プ
ラ
ン
か
ら
の
杉
浦
は
ず
し
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
杉
浦
が
対
立
し
た
と
回
顧
す
る
「
当
局
者
」
が

ど
う
し
て
森
と
直
ち
に
推
測
さ
れ
、
他
の
文
部
聴
器
の
可
能
性
が
簡
単
に
捨

象
さ
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
見
解
を
援
用
す
れ
ば
、
折
田
と
「
対
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評書

立
」
し
た
、
あ
る
い
は
本
省
に
呼
び
寄
せ
た
人
物
も
森
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
著
者
の
森
文
政
期
像
は
、
ほ
ぼ
森
と
折
田
か
ら
組
み
立
て
ら
れ
る
。
だ
が
、

高
等
中
学
校
制
度
成
立
前
史
に
関
し
て
は
、
大
木
喬
任
文
部
卿
や
学
務
局
の

辻
款
次
・
浜
尾
新
な
ど
の
働
き
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
森
文
相
就
任

以
降
の
政
策
も
、
以
前
と
の
連
続
と
断
絶
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
評
者
は
考
え
る
。
折
磁
の
去
就
は
、
お
そ
ら
く
浜
尾
の
人
事
と
蜜
接

に
関
連
す
る
。
浜
尾
は
一
八
八
五
年
十
二
月
か
ら
一
八
八
七
年
八
月
ま
で
欧

州
へ
教
育
視
察
に
出
か
け
て
不
在
で
あ
る
。
折
田
は
ほ
ぼ
こ
の
間
、
事
実
上

学
務
局
ト
ッ
プ
の
位
置
に
あ
り
は
し
た
が
、
そ
の
ポ
ス
ト
は
浜
尾
の
待
遇
と

連
動
し
、
学
務
局
次
長
↓
学
務
局
長
↓
学
務
局
長
代
理
と
激
し
く
上
下
し
て

い
る
。
墨
田
は
臨
監
の
代
役
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
と
も
密
か
な
浜
尾

は
ず
し
な
の
か
、
可
能
性
は
色
々
と
想
定
で
き
る
。
表
向
き
、
折
田
が
森
・

辻
・
浜
尾
に
次
ぐ
文
部
省
の
ナ
ン
バ
ー
4
と
映
る
こ
の
間
の
人
事
や
人
間
関

係
を
、
高
等
中
学
校
制
度
成
立
前
後
の
連
続
し
た
問
題
と
し
て
究
明
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
森
文
致
に
お
け
る
文
部
行
政
家
折
田
の
評
価
は
、
こ
の
点

を
欠
い
て
は
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。
折
田
お
よ
び
第
三
高
等
中
学

校
の
独
自
性
も
、
文
部
省
と
い
う
組
織
内
で
の
彼
の
発
欝
権
・
裁
量
権
を
考

慮
し
な
く
て
は
論
じ
ら
れ
な
い
。

　
第
四
章
第
一
節
「
第
三
高
等
申
学
校
の
発
足
過
程
」
は
、
大
筋
で
拙
論
の

焼
き
薩
し
で
あ
る
。
文
部
省
か
ら
特
定
府
県
へ
の
設
鷹
費
用
十
万
円
負
担
を

条
件
と
し
た
高
等
中
学
校
設
置
の
内
示
、
折
田
や
辻
ら
文
部
高
官
の
視
察
と

そ
の
京
都
府
に
お
け
る
事
実
経
過
、
あ
る
い
は
嵩
等
中
学
校
設
麗
区
域
と
文

部
行
政
区
分
で
あ
る
地
方
部
と
の
灘
係
、
設
置
区
域
第
三
・
第
闘
匿
の
区
分

変
璽
の
い
き
さ
つ
、
高
等
「
中
学
校
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
庸
県
に
領
野
負
担

を
求
め
る
正
当
性
が
得
ら
れ
た
こ
と
（
結
松
）
な
ど
、
以
前
よ
り
評
者
は
指

摘
し
て
き
た
。
使
用
さ
れ
る
京
阪
地
域
の
新
聞
記
事
や
京
都
麿
行
政
文
書
な

ど
も
既
に
利
用
し
た
史
料
で
あ
る
。
だ
が
叙
述
に
つ
い
て
は
、
「
森
文
相
」

と
「
文
部
省
扁
、
あ
る
い
は
「
京
都
」
（
北
垣
府
知
事
か
府
当
局
か
府
会
か
）

な
ど
、
主
語
の
使
い
分
け
に
神
経
が
遣
わ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
と
の
印
象
を

受
け
る
。

　
第
二
館
で
再
び
体
操
教
育
や
寄
宿
舎
舗
度
の
動
向
を
叙
述
し
た
の
に
続
い

て
、
著
者
の
視
線
は
一
八
九
〇
年
代
に
ま
で
向
け
ら
れ
る
。
高
等
中
学
校
と

尋
常
中
学
校
と
の
接
続
問
題
を
扱
っ
た
第
三
簾
は
、
中
野
の
意
を
う
け
た
西

山
仲
の
門
第
三
高
等
中
学
校
に
お
け
る
隅
無
試
験
鶴
度
セ
磯
地
方
教
育
史

研
究
』
第
一
窃
一
号
　
一
～
○
〇
二
）
を
発
展
さ
せ
、
後
神
俊
文
「
第
三
高
等
中

学
校
と
設
概
区
域
内
尋
常
中
学
校
と
の
連
絡
」
（
岡
『
岡
山
中
学
事
物
起
源

覚
書
』
　
］
九
八
八
）
が
欝
及
し
た
陶
山
の
事
例
を
加
え
た
記
述
と
な
っ
て
い

る
。
高
等
中
学
校
の
門
国
忌
区
域
」
制
度
と
は
、
各
府
県
生
徒
の
進
学
先
を

強
制
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
学
進
学
希
望
者
に
つ
い
て
の
み

無
試
験
入
学
制
度
を
導
入
し
、
区
域
内
の
生
徒
を
優
先
し
、
私
学
出
身
者
誹

除
の
機
能
も
果
た
し
て
い
た
と
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
上
級
学
校
と
下

級
学
校
の
接
続
問
題
は
教
育
史
学
界
の
伝
統
的
課
題
で
も
あ
り
、
本
節
に
つ

い
て
は
初
出
時
の
批
評
（
『
日
本
教
育
史
研
究
臨
第
二
三
号
　
二
〇
〇
測
）

も
存
在
す
る
。
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
に
委
ね
、
最
後
に
示
さ
れ

る
著
者
の
高
等
中
学
校
観
に
雪
及
し
て
閉
じ
よ
う
。

　
要
す
る
に
著
者
が
主
張
す
る
の
は
、
高
等
中
学
校
制
度
と
は
低
度
地
方
大

学
構
想
の
一
変
形
・
一
階
梯
で
あ
り
、
三
高
の
展
開
こ
そ
が
そ
の
構
想
を
体

現
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
だ
が
、
高
等
申
学
校
は
単
一
の
狙
い

を
も
っ
て
立
案
さ
れ
た
制
度
で
は
な
く
、
府
県
の
動
態
を
反
映
し
な
が
ら
形
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作
ら
れ
、
ま
た
森
の
文
部
行
政
家
と
し
て
の
個
性
も
影
響
し
、
柔
軟
性
を
も

っ
て
運
駕
さ
れ
た
も
の
と
評
者
は
捉
え
る
。
～
八
八
六
年
発
足
時
と
森
の
死

を
挟
ん
だ
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
理
念
と
機
能
、
森
の
意
図
と
現
実
の
政
策

展
開
と
は
異
な
る
。
で
あ
る
か
ら
、
門
（
専
門
教
育
機
能
を
併
設
す
る
ご
一
一
高

の
方
が
「
中
学
校
令
」
が
構
想
し
た
学
校
像
に
近
か
っ
た
」
と
い
う
結
論
や

門
モ
デ
ル
と
し
て
の
第
三
高
等
中
学
校
仙
と
い
う
章
題
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

あ
え
て
名
づ
け
る
な
ら
ば
、
コ
実
験
場
と
し
て
の
第
三
高
等
中
学
校
」
な

ど
と
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

三
　
「
蕊
高
」
へ
の
視
線
　
　
全
体
を
通
じ
て

　
関
連
諸
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
著
者
独
自
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
何
か
と
頭
を

め
ぐ
ら
せ
て
き
た
が
、
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ
は
意
外
と
シ
ン
プ
ル
な
ス
タ

ン
ス
　
　
三
高
前
身
校
を
、
折
隣
彦
市
の
「
執
拗
に
追
究
し
つ
づ
け
た
夢
」

で
あ
る
低
度
の
地
方
大
学
化
を
目
指
し
た
教
育
機
関
と
し
て
描
き
、
そ
の
存

在
意
義
を
強
調
す
る
…
で
あ
っ
た
（
本
書
に
は
「
き
わ
め
て
重
要
」
の
語

が
頻
出
す
る
）
。
折
々
に
表
出
す
る
当
該
校
の
大
学
化
構
想
は
特
に
新
発
兇

で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
折
田
と
い
う
個
人
に
凝
縮
さ
せ
、
一
貫
し
た
計
画
と

捉
え
る
点
に
お
い
て
本
書
は
際
立
つ
。
結
果
と
し
て
、
明
確
な
理
念
や
主
張

の
持
主
と
し
て
の
折
田
像
が
浮
き
出
て
く
る
。
一
方
で
「
無
為
の
人
・
折
田

先
生
」
（
何
も
し
な
い
、
で
あ
る
か
ら
こ
そ
結
果
的
に
「
自
由
」
）
と
い
う
解

釈
は
退
き
、
他
の
校
員
の
影
も
薄
く
な
る
。
度
重
な
る
改
組
が
示
す
よ
う
に

文
部
政
策
に
翻
弄
さ
れ
た
学
校
で
あ
っ
た
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
後
退
す
る
。

　
文
中
に
は
説
明
さ
れ
な
い
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

著
者
は
し
ば
し
ば
こ
の
学
校
を
「
三
高
し
と
表
記
す
る
。
評
者
は
「
三
高
」

を
、
少
な
く
と
も
第
茎
尚
等
中
学
校
以
前
の
時
期
に
使
用
す
る
こ
と
は
避
け

て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
高
等
教
育
の
拡
充
が
図
ら
れ
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
の

存
在
が
定
着
す
る
の
は
二
十
世
紀
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
他
と
の
対

抗
意
識
の
下
に
校
風
論
が
云
々
さ
れ
出
し
、
特
有
の
属
性
を
想
起
さ
せ
る
愛

称
門
三
高
」
も
定
着
し
た
も
の
と
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
属
性
は
歴
史

的
に
生
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
「
三
高
1
1
自
由
」
も
、
実
態
と
い
う

よ
り
要
説
の
創
鵬
と
い
う
次
元
で
分
析
す
る
方
が
当
灘
有
効
と
考
え
て
い
る
。

対
す
る
に
著
者
は
、
「
折
田
が
ア
メ
リ
カ
で
経
験
し
た
「
自
由
」
観
」
「
折
田

は
東
京
（
一
高
）
に
対
し
て
強
い
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
持
っ
て
い
た
一
「
（
東
京

側
と
の
）
ト
ラ
ブ
ル
」
「
文
部
省
と
の
争
い
漏
等
々
、
い
わ
ゆ
る
三
高
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
｝
八
七
〇
年
代
に
ま
で
遡
っ
て
求
め
、
＝
高
よ
り
も
三

高
の
方
が
」
と
い
っ
た
比
較
方
法
に
よ
り
解
釈
し
て
い
く
。
本
書
に
は
演
繹

的
発
想
が
強
く
み
ら
れ
る
の
だ
。
第
三
高
等
中
学
校
に
も
「
三
高
」
の
呼
称

を
付
し
、
大
阪
中
学
校
や
大
学
分
校
の
分
析
を
含
む
本
書
全
体
の
タ
イ
ト
ル

と
し
て
も
「
三
高
」
を
掲
げ
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
著
者
ら
し
い
。

　
続
く
タ
イ
ト
ル
「
見
果
て
ぬ
夢
扁
の
意
は
定
か
で
は
な
い
が
、
「
夢
」
と

は
折
田
の
「
夢
」
す
な
わ
ち
三
高
の
「
低
度
大
学
」
化
を
、
「
見
果
て
ぬ
扁

と
は
難
平
に
書
き
連
ね
ら
れ
る
「
可
能
性
し
の
話
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
折
田

の
構
想
は
第
三
高
等
学
校
を
母
体
と
し
た
京
都
帯
国
大
学
創
設
と
し
て
実
を

結
ん
だ
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
は
各
府
県
に
広
が
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
戦
後
の

一
夕
道
府
県
一
国
立
大
学
と
い
う
教
育
改
革
が
早
く
現
実
と
な
っ
た
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
予
測
の
こ
と
の
よ
う
だ
。
京
都
帝
大
創
設
計
画
案
に
お
け
る

「
折
田
案
」
な
ど
、
根
拠
が
明
添
さ
れ
な
い
記
述
が
続
く
が
、
史
的
妥
当
性

を
云
々
す
べ
き
問
題
で
は
な
か
ろ
う
。
む
し
ろ
歴
史
観
と
い
う
次
元
に
お
い

て
、
上
昇
・
拡
大
・
先
行
的
可
能
性
（
「
夢
」
）
へ
の
著
者
の
共
感
が
う

か
が
わ
れ
る
よ
う
で
興
味
を
覚
え
た
。
ち
な
み
に
評
者
は
、
第
三
高
等
学
校
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評書

が
京
都
帝
大
な
ど
に
変
身
せ
ず
、
各
地
に
は
「
高
等
学
校
扁
が
増
設
さ
れ
、

「
繭
制
高
校
」
と
い
う
類
ま
れ
な
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
文
化
が
花
開
き
、
三
高

が
そ
の
主
要
な
一
翼
で
あ
り
続
け
た
と
い
う
「
現
実
」
に
こ
そ
価
値
を
見
幽

し
、
そ
の
半
世
紀
の
歴
史
を
こ
そ
「
（
過
ぎ
去
り
し
）
夢
」
と
表
現
し
た
い

方
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
書
は
著
者
の
内
に
想
起
さ
れ
た
こ
と
す
べ
て
が
盛
り
込
ま
れ

た
よ
う
な
能
弁
で
野
心
的
な
著
作
で
あ
る
が
、
評
者
の
力
を
も
っ
て
し
て
は
、

課
題
と
結
論
の
必
然
性
や
整
合
性
、
多
用
さ
れ
る
「
仮
説
」
と
い
う
書
葉
の

意
図
が
新
々
に
理
解
し
づ
ら
か
っ
た
。
折
田
の
留
学
経
験
、
そ
の
教
育
思
想
、

中
学
校
令
（
高
等
中
学
校
制
度
）
の
成
立
過
程
、
上
級
学
校
と
下
級
学
校
の

接
続
関
係
な
ど
、
本
来
胴
次
元
の
検
討
課
題
が
、
学
校
改
紐
に
即
し
た
編
年

体
を
と
る
こ
と
で
、
外
枠
と
し
て
は
一
本
の
筋
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
「
低
度
地
方
大
学
化
を
志
向
す
る
三
高
（
折
田
）
」
と
い
う
内
的
な
筋

に
す
べ
て
を
押
回
さ
せ
る
に
は
無
理
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
特
に
寄
宿
舎

や
体
操
と
い
っ
た
（
「
自
由
」
と
さ
れ
る
）
教
育
の
質
に
関
わ
る
問
題
は
、

こ
こ
に
ど
う
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
方
、
実
証
齎
に
お
け
る
本
書
の
着
限
点
・
収
集
史
料
・
解
釈
は
諸
先
行

研
究
に
多
く
依
拠
し
て
い
る
は
ず
で
、
独
創
歓
の
所
在
を
見
極
め
る
こ
と
が

な
か
な
か
難
し
か
っ
た
。
同
時
に
、
学
術
書
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
欠
く
の
で

は
な
い
か
と
折
々
に
感
じ
ら
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
評
者
の
感
性
に
従
う

と
、
先
行
研
究
を
乗
り
越
え
る
立
論
で
は
な
い
場
合
、
そ
の
研
究
に
負
う
旨

を
明
記
し
簡
潔
に
叙
述
す
べ
き
だ
と
思
う
の
だ
が
、
著
者
に
よ
る
ア
イ
デ
ア

あ
る
い
は
史
料
発
掘
・
解
釈
に
読
め
る
部
分
、
先
行
研
究
の
仕
事
の
敷
街
や

微
分
に
留
ま
る
箇
所
が
散
見
し
た
（
本
稿
脱
稿
後
、
「
先
行
概
究
と
新
た
な

知
見
と
の
問
」
と
の
副
題
の
下
に
こ
の
点
を
詳
細
に
検
討
し
た
荒
井
明
夫
の

本
書
書
評
〔
誉
八
八
○
年
代
教
育
史
研
究
会
ニ
ュ
…
ズ
レ
タ
i
聴
第
二

五
・
二
六
号
、
二
〇
〇
九
年
〕
に
接
し
た
）
。
本
書
が
諸
研
究
を
網
羅
的
に

縫
合
し
そ
の
上
に
組
み
立
て
よ
う
と
し
た
、
い
わ
ば
年
史
（
通
史
・
概
説
）

的
性
格
を
も
つ
書
物
な
の
だ
と
位
置
付
け
る
な
ら
ば
、
納
得
可
能
な
こ
と
で

は
あ
る
。
本
書
の
も
と
と
な
っ
た
学
位
論
文
に
比
す
れ
ば
注
記
等
に
配
慮
を

加
え
ら
れ
た
よ
う
で
も
あ
り
、
著
者
と
し
て
は
妥
当
な
線
な
の
だ
ろ
う
。
だ

が
、
先
行
研
究
と
似
て
非
な
る
点
や
、
そ
の
問
題
点
を
は
か
ら
ず
も
継
承
し

て
い
る
点
は
、
指
摘
し
て
も
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
生
産
性
も
あ
る
は
ず
だ
。

そ
う
思
い
な
が
ら
本
小
文
を
し
た
た
め
た
。

　
本
書
は
、
「
学
位
論
文
が
百
本
も
書
け
る
」
三
高
史
料
群
を
利
用
し
た
一

本
臨
に
あ
た
る
と
い
う
。
三
高
前
身
校
と
折
田
彦
市
に
関
わ
る
思
考
過
程
を
、

｝
冊
の
書
物
と
い
う
形
で
余
す
と
こ
ろ
な
く
披
露
し
、
そ
の
存
在
価
値
を
高

か
ら
し
め
ん
と
し
た
著
者
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
は
、
感
服
す
る
し
か
な
い
。

神
陵
史
資
料
研
究
会
が
編
じ
た
記
念
碑
的
業
績
『
史
料
・
神
陵
史
隔
（
一
九

九
四
）
、
お
よ
び
『
京
都
大
学
百
年
史
鰍
総
説
編
（
一
九
九
八
）
に
続
き
、

現
時
点
で
の
様
々
な
研
究
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
三
高
前
身
校
史
と
し
て
、
今

後
参
照
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
謀
判
　
三
五
二
頁
　
二
〇
〇
八
年
五
月
　
思
置
閣
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
難
七
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鱒
三
高
自
昭
会
　
三
高
認
識
室
）
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